
東京カンテイ プレスリリース / 近畿圏一戸建て住宅・価格と戸数の動向                  2023年 1月 31日 

 

お問い合わせ先： （株）東京カンテイ 市場調査部 

※本記事の無断転用を禁じます 

 
 
 
 
 
●一戸平均価格は新築・中古ともに上昇幅を拡大  マンションの価格上昇に並ぶ勢い 

近畿圏における新築一戸建て住宅の 2022 年の一戸平均価格は 3,544 万円で、2021 年の 3,331 万円と

比べ＋6.4％上昇した。一戸平均価格は 2018 年から 3 年連続して 3％前後の大きな上昇を維持し、2021

年はやや落ち着いていたが、再び大きく上昇した。近畿圏の 2022 年の新築マンション一戸平均価格は

5,104 万円で前年比＋7.7％上昇している。平均土地面積は前年比＋0.2％の 116.9 ㎡、平均建物面積は

－0.5％の 101.1 ㎡と、首都圏と同様にマンションの価格上昇と比べると変動は小さい。 

一方、近畿圏における中古一戸建て住宅の 2022 年の一戸平均価格は 2,518 万円で、2021 年の 2,391

万円と比べ＋5.3％上昇した。一戸平均価格は 2020 年にやや下落したものの、2021 年から連続して上昇

幅を拡大させている。近畿圏における 2022 年の中古マンションの一戸平均価格は 2,620 万円で 5.9％上

昇したことと比較すると、新築・中古ともにマンションの価格上昇に一戸建てが並ぶような変動を見せてい

る。平均土地面積は前年比−0.2％の 121.2 ㎡、平均建物面積は＋0.2％の 101.2 ㎡となっている。 

 

 

東京カンテイ 「マンション・一戸建て住宅データ白書 2022（近畿圏）」発表  

近畿圏の新築一戸建て価格は前年比＋6.4％の 3,544 万円 5 年連続の上昇 
中古一戸建て価格は＋5.3％の 2,518 万円 土地面積・建物面積は小幅な変動 

三大都市圏  新築・中古一戸建て住宅の価格と土地面積・建物面積の変化  

2021年 21年
前年比 2022年 22年

前年比 2021年 21年
前年比 2022年 22年

前年比

一戸平均価格（万円） 3,331 1.4% 3,544 6.4% 2,391 3.0% 2,518 5.3%

平均土地面積（㎡） 116.7 1.8% 116.9 0.2% 121.5 -0.2% 121.2 -0.2%

平均建物面積（㎡） 101.6 0.5% 101.1 -0.5% 101.0 -0.5% 101.2 0.2%

一戸平均価格（万円） 4,107 2.8% 4,523 10.1% 3,556 9.1% 3,919 10.2%

平均土地面積（㎡） 118.5 2.4% 116.4 -1.8% 125.4 -1.6% 125.6 0.2%

平均建物面積（㎡） 99.4 0.5% 99.0 -0.4% 99.6 -0.5% 99.7 0.1%

一戸平均価格（万円） 3,204 1.2% 3,396 6.0% 2,359 2.3% 2,391 1.4%

平均土地面積（㎡） 150.4 0.3% 148.5 -1.3% 165.9 -0.8% 165.3 -0.4%

平均建物面積（㎡） 104.4 -0.5% 103.2 -1.1% 108.3 -0.8% 108.9 0.6%

【参考資料】三大都市圏　新築・中古マンションの一戸平均価格と平均専有面積の変化

2021年 21年
前年比 2022年 22年

前年比 2021年 21年
前年比 2022年 22年

前年比

一戸平均価格（万円） 4,741 13.5% 5,104 7.7% 2,475 2.7% 2,620 5.9%

平均専有面積（㎡） 61.84 4.2% 63.71 3.0% 64.28 -3.9% 63.62 -1.0%

平均坪単価（万円） 253.5 8.9% 264.8 4.5% 127.3 7.0% 136.1 6.9%

一戸平均価格（万円） 5,952 5.5% 6,341 6.5% 3,715 6.5% 4,087 10.0%

平均専有面積（㎡） 58.45 6.1% 63.33 8.3% 58.94 -4.9% 58.03 -1.5%

平均坪単価（万円） 336.7 -0.6% 331.0 -1.7% 208.4 12.0% 232.8 11.7%

一戸平均価格（万円） 4,142 -7.3% 3,509 -15.3% 2,069 6.2% 2,194 6.0%

平均専有面積（㎡） 58.11 -13.1% 51.45 -11.5% 71.57 -1.5% 70.87 -1.0%

平均坪単価（万円） 235.7 6.8% 225.5 -4.3% 95.6 7.9% 102.3 7.0%
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【参考資料】三大都市圏  新築・中古マンションの一戸平均価格と平均専有面積の変化  
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お問い合わせ先： （株）東京カンテイ 市場調査部 
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●近畿圏の新築分譲戸数は前年比－3.8％、中古流通戸数は－14.7％と大きく減少  

新築一戸建ては 2022 年に全国で 114,207 戸分譲された。2021 年の 114,643 戸と比べ－0.4％減少した。

コロナ禍から回復基調にあったが実需の慎重姿勢は継続しており、2022 年はやや数字を落とした。同年の

新築マンションの分譲戸数は 86,185 戸であるので全国で 1.33 倍の新規供給量となった。また新築マンショ

ンは前年比－7.0％の減少となったが、一戸建ては－0.4％に留まった。一戸建てがマンションより実需ニー

ズの受け皿として機能し、一部マンションへのニーズを取り込んでいる状況は依然として見受けられるが、

物価上昇の影響が回復の足止めとなったと考えられる。 

近畿圏の新築一戸建ては 2022 年には 16,701 戸が分譲された。2021 年の 17,361 戸と比べ－3.8％減少し

た。大阪府では 7,298 戸が分譲され前年比－7.6％減少した。近畿圏では兵庫県と奈良県が増加傾向を

維持したが、その他の府県ではいずれも前年比減少した。 

 

 

一戸建て住宅調査対象の条件：①敷地面積 50～300 ㎡の物件  ②最寄り駅からの所要時間が徒歩 30 分以内かバス 20
分以内の物件  ③木造  ④土地・建物ともに所有権の物件  

対象地域：全国  
地域区分：【首都圏】 東京都  神奈川県  千葉県  埼玉県  

【近畿圏】 大阪府  兵庫県  京都府  滋賀県  奈良県  和歌山県  
【中部圏】 愛知県  岐阜県  三重県  静岡県  

 （単位：戸数） 全国都道府県別 新築・中古一戸建て住宅新築分譲・中古流通戸数 


